
　「おはようございま～すっ」
　はるか彼方から元気な声が響いてくる。目を向けると、登校途中
の小学生の一団。彼らは、道すがらすれ違うワンちゃんたちにさえ、
親しげに声を掛けていきます。そんな彼らを微笑ましく思うととも
に、こちらの気分もほっこり温かくなります。子どもたちが、当たり前
にあいさつが出来るのは、家庭や学校でのしつけ、またPTAや見守
り隊の人たちの声がけのお陰なのでしょう。
　あいさつの効用は昔からよく言われるところです。「こんにちは」の
一言から顔見知りになり、時にお気楽な井戸端会議が始まったりします。
「遠くの親戚より近くの他人」日頃から親しく言葉を交わす近所付き合いが、地元で暮らす上で大きな支えとなります。
いつの頃からか地域のつながりが薄れてきたように思います。店先でご婦人方が輪になって談笑している姿を見
かけることも少なくなりました。コロナ禍以降、冠婚葬祭の簡素化だけでなく、人と人との関わりにもかつてのような
濃密さがなくなってきているという声も耳にします。また、老人会や子ども会は存続の瀬戸際だったりします。
　こんなご時世だからこそ、もっと気軽に「あいさつ」を交わす習慣を心がけたいものです。
　「地域のきずなは毎日のあいさつから」

大人の「あいさつ運動」はいかが？

2026年
（令和8年）

令
和
八
年
度




